
代表質問  議:議員／理:理事者

一般質問  議:議員／理:理事者

● 中学校再編計画について
● かつやまWakuWaku文化フェスタに

ついて

　
　
連
携
ク
ラ
ス
と
し
て
発
展
学

習
（
先
取
り
教
育
な
ど
）
を
行
う

内
容
で
県
か
ら
承
諾
を
得
た
が
、

現
在
、
連
携
ク
ラ
ス
は
な
く
な
っ

て
い
る
。
県
に
照
会
し
た
内
容
に

変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
こ
の
ま
ま

建
設
を
進
め
ら
れ
る
の
か
伺
う
。

　
　
再
編
計
画
の
策
定
後
、
基
本

計
画
を
検
討
す
る
中
で
、
現
場
の

教
員
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
ワ
ー
キ

ン
グ
チ
ー
ム
会
議
に
お
い
て
協
議

を
重
ね
た
。
新
中
学
校
に
お
い
て

は
、
県
内
の
越
前
地
域
や
美
浜
・

若
狭
地
域
の
よ
う
に
連
携
ク
ラ
ス

を
単
独
の
学
級
と
し
て
は
設
置
せ

ず
、
中
学
３
年
生
全
員
を
対
象
と

し
た
高
校
教
員
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト

授
業
を
行
う
と
い
っ
た
形
態
で
、

中
高
連
携
を
進
め
る
方
針
と
し

て
、
県
教
育
委
員
会
に
は
、
基
本

計
画
案
の
進
捗
状
況
の
報
告
の

中
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
。

　
よ
り
具
体
的
な
内
容
や
進
め
方

に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討

を
進
め
て
、
県
教
育
委
員
会
と
も

詳
細
に
協
議
を
し
て
い
く
。

　
　
中
部
中
学
校
案
よ
り
勝
山
高

校
案
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
具
体

的
な
見
解
、
ま
た
市
民
の
要
望
を

受
け
て
統
廃
合
の
検
討
を
進
め
た

な
ら
ば
、
市
民
の
要
望
で
立
ち
止

ま
っ
て
検
討
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　
再
編
検
討
委
員
会
の
答
申
に

お
い
て
勝
山
中
部
中
学
校
敷
地
案

と
勝
山
高
校
併
設
案
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
て
お
り
、
少
子
化
の
進
行

が
見
込
ま
れ
る
勝
山
市
で
の
教
育

の
あ
り
方
を
鑑
み
、
中
学
校
の
統

合
に
あ
た
っ
て
は
高
校
に
近
接
し

た
環
境
の
中
で
、
中
高
連
携
に
よ

る
質
の
高
い
教
育
の
推
進
や
教
員

の
交
流
に
よ
る
意
欲
・
資
質
の
向

上
な
ど
、
中
学
・
高
校
の
生
徒
・

教
職
員
双
方
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト

が
多
く
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
踏
ま

え
て
の
判
断
で
あ
っ
た
と
と
ら
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
立
ち
止
ま
っ
て
検
討
で

き
な
い
か
に
つ
い
て
は
、
勝
山
市

立
中
学
校
再
編
検
討
委
員
会
の
答

申
を
踏
ま
え
、
市
議
会
を
は
じ
め

市
民
の
皆
様
の
ご
意
見
等
を
踏
ま

え
た
協
議
を
積
み
重
ね
て
再
編
計

画
及
び
基
本
計
画
を
策
定
し
、
現

在
、
開
校
準
備
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
で
き
る
だ
け
早
く

子
ど
も
た
ち
に
良
い
教
育
環
境

を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
。

　
　
部
活
動
な
ど
、
定
時
以
外
の

バ
ス
利
用
に
つ
い
て
、
部
活
動
に

参
加
し
て
帰
り
の
バ
ス
に
乗
れ
な

い
生
徒
は
自
家
用
車
の
迎
え
に
な

る
の
か
。
朝
夕
定
時
以
外
で
の
運

行
が
必
要
な
場
合
は
ど
う
対
応
す

る
の
か
見
解
を
伺
う
。

　
　
子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
に

登
下
校
す
る
た
め
の
移
動
手
段
に

つ
い
て
は
、
路
線
バ
ス
を
活
用
し

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
を
検
討

し
て
い
る
。
現
在
、
市
内
各
地
区

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
朝
１
便
、
夕
方
２

便
を
運
行
す
る
こ
と
を
想
定
し
て

お
り
、
今
後
、
市
内
10
路
線
の

ル
ー
ト
や
発
着
時
間
な
ど
を
各
地

区
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。
帰
り
の
バ
ス
の
便
に

つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
放

課
後
学
校
で
活
動
を
し
な
い
生

徒
、
部
活
動
な
ど
の
活
動
を
す
る

生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
下
校
で
き
る
よ

う
、
出
発
時
間
が
異
な
る
２
便
を

想
定
し
て
い
る
。
定
時
定
路
線
で

運
行
す
る
形
と
な
る
た
め
、
部
活

動
終
了
時
刻
を
順
守
し
、
乗
り
遅

れ
る
こ
と
が
無
い
よ
う
に
配
慮
し

た
い
。
ま
た
、
日
中
に
お
い
て

は
、
令
和
９
年
度
ま
で
に
フ
ル
デ

マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入
す
る
予
定
で

あ
り
、
急
な
遅
刻
や
早
退
を
す
る

生
徒
が
い
た
場
合
も
柔
軟
な
対
応

が
可
能
と
な
る
。

　
　
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
で
の
演
奏
や

講
演
、
市
民
会
館
で
の
芸
能
発
表

の
中
で
、
音
響
に
つ
い
て
の
要
望

が
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
や
文
化
協
会

か
ら
も
出
て
い
た
。
マ
イ
ク
な
ど

使
う
楽
器
に
対
し
て
は
特
に
最
低

限
の
音
響
設
備
と
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

が
必
要
と
な
る
。
演
者
だ
け
で
な

く
来
場
者
も
楽
し
み
に
し
て
い
る

演
奏
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
音
響

の
不
備
に
よ
っ
て
台
無
し
に
な
る

場
合
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と

を
踏
ま
え
、
次
年
度
の
開
催
に
向

け
て
音
響
の
準
備
や
対
策
に
つ
い

て
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
来
年
度
は
奏
者
の
方
々
と
と

も
に
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー
ジ
を
作

り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
、
適
切
な
音

響
の
調
整
や
機
材
の
確
認
を
行
う

と
と
も
に
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
念
入

り
に
実
施
し
、
本
番
で
の
ト
ラ
ブ

ル
が
な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た

い
。
完
璧
な
音
響
を
要
求
す
る
も

の
に
つ
い
て
は
、
市
民
会
館
の

ホ
ー
ル
が
い
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
会
館
並
み
の
音
響
が

な
く
て
も
、
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ
で
大

勢
の
人
に
聞
い
て
も
ら
え
る
よ
う

な
形
で
演
奏
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
奏
者
の
方
と
事
前
に
確
認
を

取
り
な
が
ら
実
施
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

● 新中学校再編計画について
● 新中学校再編計画、対案について

その他の質問
・企業誘致について
・能登半島地震に伴う福祉避難所開設について

常任委員会報告

今
定
例
会
の
審
査
結
果

　
令
和
６
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
予
算

と
令
和
５
年
度
勝
山
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
８
号
）
及
び
令
和
５
年
度
勝
山
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）
に
関
す

る
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
毎
年
、
３
月
定
例
会
の
予
算
委
員
会
で

は
、
新
年
度
予
算
の
審
議
を
行
う
た
め
、

議
論
が
白
熱
し
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
特
に
活
発
で
あ
っ
た
案
件

を
取
り
上
げ
て
報
告
し
ま
す
。

  

不
妊
治
療
費
助
成
金

　
　 

　
　
５
０
０
万
円
　

　
不
妊
症
検
査
及
び
治
療
に
係
る
自
己

負
担
費
用
を
全
額
助
成
す
る
。

委
員
▼
東
京
や
大
阪
の
県
外
の
病
院
へ

通
院
し
た
場
合
、
電
車
等
の
交
通
費
の

負
担
が
大
き
い
が
交
通
費
の
助
成
は
な

い
の
か
。

理
事
者
▼
私
的
利
用
と
の
区
分
が
で
き

な
い
た
め
、
交
通
費
の
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。

  

新
規
・
不
育
症
治
療
費
助
成
金

　
　 

　
　
４
８
万
円
　

　
不
育
症
検
査
及
び
治
療
に
係
る
自
己

負
担
費
用
を
全
額
助
成
す
る
。

委
員
▼
新
規
事
業
で
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
周
知
す
る
の
か
。

理
事
者
▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し

て
い
く
。

  

新
規
・
手
話
通
訳
者
謝
礼

　
　 

　
　
２
０
万
円
　

　
手
話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
及
び
手

話
の
普
及
を
図
り
、
全
て
の
市
民
が
相

互
に
理
解
し
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
に
て
手
話
通
訳
を
行
う
。

  

新
規
・
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
開
催

　
　 

　
　
５
４
万
３
，０
０
０
円
　

　
手
話
通
訳
者
及
び
手
話
奉
仕
員
の
登

録
者
拡
大
を
目
指
し
、
手
話
奉
仕
員
養

成
研
修
（
令
和
６
年
度
入
門
編
、
令
和

７
年
度
基
礎
編
）
を
開
催
す
る
。
勝
山

市
に
お
け
る
登
録
者
は
、
手
話
通
訳
者

６
名
、
手
話
奉
仕
員
14
名
で
あ
る
。

  

新
規
・
福
井
県
立
大
学
恐
竜
学
部（
仮
称
）

  

学
生
向
け
賃
貸
共
同
住
宅
建
設
事
業

  

補
助
金

　
　
　
　
９
６
０
万
円
　

　
福
井
県
立
大
学
恐
竜
学
部
（
仮
称
）

の
学
生
が
、
市
内
で
居
住
す
る
た
め
の

賃
貸
集
合
住
宅
を
新
築
す
る
個
人
及
び

法
人
に
対
し
、
建
設
費
の
一
部
を
助
成

す
る
。

《
補
助
金
額
》
①
建
設
費
の
10
％
（
上

限
１
０
０
万
円
／
戸
）
②
居
住
誘
導
区

域
内
又
は
都
市
機
能
誘
導
区
域
内
の
場

合
　
①
の
金
額
に
20
万
円
上
乗
せ

《
補
助
金
の
支
払
い
》
①
竣
工
時
　
補

助
金
算
定
額
の
１
／
２
　
②
学
生
入
居

時
　
補
助
金
算
定
額
の
１
／
２

　
　
　
　
　

  

結
婚
支
援
事
業

〈
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
〉

　
若
い
世
代
の
新
婚
世
帯
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
最
大
１
０
０
万
円
や
生
活
を
支

援
す
る
。

〈
地
域
結
婚
支
援
重
点
推
進
事
業
〉

　
民
間
の
婚
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
を
活

用
し
結
婚
相
談
、
婚
活
セ
ミ
ナ
ー
及
び

出
会
い
の
場
を
目
的
と
し
た
男
女
の
交

流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

  

保
育
料
無
償
化
事
業

〈
保
育
園
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す
る
方

へ
の
支
援
と
し
て
〉

　
令
和
６
年
９
月
よ
り
第
一
子
か
ら
所

得
制
限
な
し
で
保
育
料
を
完
全
無
償
化

す
る
。
国
の
徴
収
基
準
か
ら
軽
減
総
額

約
１
億
５
０
０
万
円
／
年

  

医
療
人
材
確
保
奨
励
金
交
付

　
　 

　
　
５
０
万
円
　

　
勝
山
市
の
医
療
機
関
に
新
た
に
勤
務

し
た
医
療
従
事
者
に
一
人
に
つ
き
３
年

で
30
万
円
交
付
す
る
。

委
員
▼
医
療
人
材
の
確
保
に
は
交
付
金

は
少
な
い
の
で
拡
充
し
て
欲
し
い
。

  

新
規
・
新
中
学
校
建
設

　
　 

　
　
令
和
６
年
度

　
　
　
１
４
億
２
，２
９
２
万
円
　

　
新
中
学
校
建
設
に
関
わ
る
予
算
と
し

て
１
４
億
２
，２
９
２
万
円
が
計
上
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
対
し
、
活
発
に
議
論
さ

れ
ま
し
た
。

委
員
▼
地
下
通
路
の
積
算
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。
積
算
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、

予
算
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
議

員
は
図
面
を
み
た
こ
と
が
な
い
が
、
設

計
は
終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

理
事
者
▼
設
計
は
終
わ
っ
て
い
る
。
図

面
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
用
意
す
る
。

（
図
面
配
ら
れ
、
説
明
を
受
け
る
）

理
事
者
▼
図
面
は
見
て
の
通
り
で
、
問

題
な
く
で
き
て
い
る
。
設
計
に
つ
い
て

は
委
員
か
ら
も
様
々
な
指
摘
を
受
け
て

お
り
、
大
階
段
部
分
に
お
い
て
は
変
更

の
余
地
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

委
員
▼
そ
も
そ
も
、
大
階
段
を
一
つ
に

す
る
か
判
断
す
る
た
め
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
や
連
携
が
不
透
明
で
あ
る
。

委
員
▼
今
の
ま
ま
２
つ
で
い
い
と
思
う
。

委
員
▼
２
つ
は
必
要
な
い
。
大
階
段
は

一
つ
で
い
い
。

委
員
▼
そ
ん
な
変
更
を
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
が
間
に
合
う
の
か
。

理
事
者
▼
設
計
の
変
更
に
は
１
ヶ
月
程

度
の
猶
予
は
用
意
で
き
る
。
構
造
に
関

わ
る
部
分
で
な
け
れ
ば
、
期
間
内
に
変

更
し
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
計
画
を
進

め
ら
れ
る
。

委
員
長
▼
そ
の
よ
う
な
変
更
に
関
す
る

議
論
は
特
別
委
員
会
に
て
行
う
こ
と
に

す
る
。

  

林
業
振
興
諸
経
費

　
　 

　
　
２
，７
０
７
万
円
　

　
令
和
６
年
度
か
ら
新
規
事
業
と
し
て

「
高
性
能
林
業
機
械
レ
ン
タ
ル
支
援
事

業
負
担
金
」
と
「
林
業
機
械
レ
ン
タ
ル
等

事
業
補
助
金
」、「
自
伐
型
林
業
者
育
成

支
援
事
業
補
助
金
」
が
設
け
ら
れ
た
。
従

来
の
林
業
に
加
え
、
自
伐
型
林
業
の
支

援
事
業
も
行
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
中

で
も
「
自
伐
型
林
業
者
育
成
支
援
事
業

補
助
金
」
は
全
国
的
に
も
見
ら
れ
な
い

包
括
的
な
支
援
が
さ
れ
て
お
り
、
一
般

的
な
事
務
手
続
き
の
煩
雑
さ
が
緩
和
さ

れ
て
い
る
点
で
評
価
で
き
る
が
、
作
業

す
る
山
林
の
確
保
や
補
助
対
象
期
間
が

終
了
す
る
３
年
以
降
の
対
応
が
課
題
と

な
る
。

  

農
業
振
興
諸
経
費

　
　 

　
　
９
，７
２
７
万
円
　

　
新
規
事
業
と
し
て
「
青
果
市
場
建
設

事
業
補
助
金
」
を
設
け
、
道
の
駅
隣
接

地
に
整
備
す
る
市
場
の
建
設
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
。
新
し
く
建
つ
青
果
市

場
に
は
、
青
果
市
場
と
し
て
の
機
能
だ

け
で
な
く
飲
食
物
販
の
機
能
も
設
け
ら

れ
る
予
定
で
あ
る
。

  

新
規
・
旧
ホ
テ
ル
勝
山
解
体
事
業

　
　 

　
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別

措
置
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

で
、
特
定
空
き
家
の
解
体
工
事
を
代
執

行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
背
景

に
、
放
置
さ
れ
て
い
た
旧
ホ
テ
ル
勝
山

の
解
体
工
事
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

解
体
後
は
更
地
に
し
て
競
売
に
か
け
、

売
れ
な
か
っ
た
場
合
は
分
割
す
る
こ
と

も
検
討
し
て
い
く
。

  

◆ 

市
制
70
周
年
を
市
民
一
体
と

  
 

な
っ
て
祝
い
楽
し
む 

  

新
規
・
市
制
70
周
年
記
念
事
業
費

　 

予
算
額
　
８
２
４
万
円

　　
市
制
施
行
70
周
年
を
迎
え
Ｐ
Ｒ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
市

民
が
参
加
す
る
様
々
な
活
動
や
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。
市
民
が
一

体
と
な
り
、
祝
い
楽
し
む
こ
と
で
勝
山

市
へ
の
愛
着
を
深
め
て
い
き
た
い
と
説

明
が
あ
っ
た
。

委
員
▼
夏
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る
イ
ベ

ン
ト
は
暑
さ
対
策
な
ど
大
丈
夫
な
の
か
。

理
事
者
▼
で
き
る
限
り
の
対
策
を
整
え

て
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
、
支
援
し
て
い
き

た
い
。
１
年
を
通
し
て
70
周
年
の
勝
山

市
を
市
民
と
と
も
に
盛
り
上
げ
て
い
け

る
よ
う
し
っ
か
り
準
備
し
て
い
く
。

  

◆ 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

  
 

へ
の
対
策 

  

鳥
獣
害
対
策
事
業
費

　 

予
算
額
　
７
１
５
万
３
，０
０
０
円

　　
農
林
水
産
物
に
影
響
を
与
え
て
い
る

野
生
動
物
の
捕
獲
。
猟
友
会
に
捕
獲
、

止
め
刺
し
、
運
搬
の
事
業
委
託
。
ニ
ホ
ン

ジ
カ
の
メ
ス
及
び
幼
獣
を
捕
獲
し
た
場

合
に
よ
る
県
か
ら
の
補
助
金
に
つ
い
て

理
事
者
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

委
員
▼
今
年
も
ク
マ
の
出
没
な
ど
予
想

さ
れ
る
が
、
果
樹
の
伐
採
以
外
に
ど
ん

な
対
策
が
あ
る
の
か
。
目
の
前
に
現
れ
た

場
合
の
対
処
な
ど
市
民
へ
の
周
知
や
訓

練
は
こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
い
く
の
か
。

理
事
者
▼
果
樹
の
伐
採
に
関
し
て
は
補

助
金
な
ど
も
あ
る
の
で
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ク
マ
対
策
に
関
し
て
は
市

民
へ
の
周
知
や
訓
練
を
強
化
し
て
い

く
。
農
地
へ
の
侵
入
な
ど
も
ワ
イ
ヤ
ー

メ
ッ
シ
ュ
柵
整
備
に
対
す
る
助
成
な

ど
、
よ
り
一
層
鳥
獣
害
に
対
し
て
の
課

題
を
解
決
し
て
い
き
た
い
。

  

◆ 

観
光
素
材
の
魅
力
ア
ッ
プ
に

  
 

つ
な
が
る
取
り
組
み
に
つ
い
て 

  

観
光
Ｐ
Ｒ
推
進
事
業
費

　 

予
算
額
　
１
，０
９
４
万
５
，０
０
０
円

　　
魅
力
あ
る
観
光
情
報
を
発
信
す
る
等

の
市
外
、
県
外
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
る
観
光
客
の
誘
客
促
進
を

図
る
。

(

主
な
内
容)

１
．
鯉
の
ぼ
り
事
業
（
勝
山
の
春
の
風

物
詩
「
弁
天
河
原
の
鯉
の
ぼ
り
」
を

令
和
６
年
度
も
開
催
）

２
．
Ｔ
Ｇ
Ｒ
ラ
リ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
開
催

支
援
負
担
金
（TO

YO
TA 

GAZO
O

 
Racing

ラ
リ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
開
催
）

３
．
御
開
帳
記
念
賑
わ
い
創
出
事
業
☆
新
規

　
平
泉
寺
白
山
神
社
三
十
三
式
年
祭

（
御
開
帳
）
を
記
念
し
て
、
市
民
参

加
に
よ
る
賑
わ
い
を
創
出
す
る
と
と

も
に
、
平
泉
寺
の
魅
力
を
市
内
外
に

広
く
発
信
し
て
誘
客
を
図
る
。

浦
上
雄
次
議
員

 

優
政
一
心
会

森
か
よ
子
議
員

 

優
政
一
心
会

３ 議会だより  かつやま ９１号（２０２４年４月） １０議会だより  かつやま ９１号（２０２４年４月）


